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P-18	 非妊時ＢＭＩおよび妊娠中の体重増加量と出生体重に関する検討	 
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【背景】近年、本邦では思春期の早発化や未婚化・晩婚化の影響により高齢出産が増加し

少子化に拍車がかかると同時に、不妊治療患者が増加している。さらに出生体重はこの十

数年間次第に減少し、この背景には、女性の妊娠前からのやせ体型の増加も理由の一つと

考えられる。最近はエピジェネティクスの研究が進み、胎児期の栄養状態が成育期、さら

には成人期の健康に影響を受けるという DOHaD 仮説により、子宮内胎児の栄養状態の重要

性が再認識されるようになってきている。今回我々は、胎児発育の視点から母体栄養状態

を示す指標として妊娠前の体格、妊娠中の母体体重増加量と児体重との関係を調査した。	 

【方法】2011 年 1 月～2012 年 2 月まで、当院で正期産にて出産した 2614 例(母体年齢；31.4

±4.7 歳、分娩週数；39.2±	 1.3 週、初産婦 38.4％)を対象とした。妊娠前の体格は非妊時

BMI を用いて、やせ群(BMI<18.5)	 、標準群(18.5~25)、肥満群(BMI>25)の 3 群に分け、母体

体重増加量・出生体重との関連を検討した。	 

【結果】１）出生体重の平均は 2,997.7g±414.3g であり、低出生体重の割合は 5.9%であっ

た。２)	 妊娠中の体重増加量は、やせ群 11.2±3.0kg、標準群 11.2kg±3.5kg、肥満群 8.0

±5.0kg であった。3)出生体重の平均は、やせ群 2.992±345.6g、標準群 3045.0±371.9g、

肥満群 3155.7±393.7g であり、非妊時 BMI が低いほど出生体重が低い傾向を示した。４）

出生体重は母体体重増加量(r＝-0.20、p＜0.001)、非妊時 BMI(r＝-0.20、p＜0.001)と有意

な正の相関を示した。	 

【結語】出生体重には妊娠中の栄養だけではなく、妊娠前の体格も影響していた。DOHaD 仮

説の視点より、妊娠中の栄養指導や体重管理だけではなく、将来の妊娠を見据えた妊娠前

からの栄養教育が必要と思われた。	 

	 

	 

	 	 


